
第２章 環境保全の総合的推進 

第１節 行政組織 

１ 県の行政組織 

〔本  庁〕 

公害の防止、環境の保全等の推進のため、県では昭和 43 年の環境保全係の新設以降、行政需

要に応じた組織機構の整備と充実を図ってきた。 

平成７年度には、幅広い環境問題に対応し、環境関係部門を一元化するため、「環境局」を新

設し、平成 12 年度には、県民生活に直結した環境問題に総合的・横断的に取り組むため、環境

局を含めて「県民」施策を中心的に所掌する「県民環境部」を設置した。 

平成 15 年度には、原子力安全対策を専門的・一元的に取り扱う「原子力安全対策推進監」を

配置するとともに、水環境の保全に関する一貫した業務の実施を行うため、水質指導係及び水質

保全係を統合し水環境係を設置し、土壌汚染対策を一元的に推進するため、土壌汚染対策係を設

置した。また、えひめエコランド構想の実現に向けた循環型社会構築の推進体制を強化するため、

えひめ循環型社会推進計画全般の業務を行う「計画推進係」と、環境ビジネスの育成・支援業務

を行う「環境産業振興係」を新設した。 

平成 20 年度には、地球温暖化対策や循環型社会の形成など環境行政の一体的な推進を図るた

め、技術面での統括者となる「環境技術専門監」を設置した。また、廃棄物対策とリサイクル対

策に一体的に取り組み、施策を効率的に推進するため、廃棄物対策課を「循環型社会推進課」に

改称した。さらに、地方局への権限委譲に伴う事務の効率化のため、環境審査係と地球環境係を

「大気・環境評価係」に、水環境係と土壌汚染対策係を「水・土壌環境係」にそれぞれ統合する

とともに、地球温暖化対策の充実・強化のため「温暖化対策係」を新設した。 

平成 21 年度には、自然公園等の自然環境の保護と利用の促進に効率的かつ一体的に取り組む

ため、自然保護係と自然公園施設係を「自然公園係｣に統合した。 

平成22年度には、温室効果ガス排出量削減に向けた効率的かつ効果的な施策展開を図るため、

温暖化対策係を温暖化対策の総合企画等を行う「温暖化企画係」と、温暖化対策事業の推進に取

り組む「温暖化対策係」に分割・設置した。 

平成 23年６月 16日には、東日本大震災を踏まえ、原子力安全対策の一元化を図るため、「原

子力安全対策推進監」、「原子力安全係」を県民環境部防災局へ移管し、「原子力安全対策課」

を新設した。 

平成 24 年度には、業務執行リーダー制の全庁的な導入に合わせ、循環型社会推進課における

警察官（併任）の不法投棄防止対策や環境犯罪の未然防止に関する役割を明確にするため「課長

補佐」を「廃棄物監視指導官」に改称した。また、「生物多様性えひめ戦略」に基づき、生物多

様性の保全・再生･管理に向けた施策を推進するため、自然保護課野生生物係を「生物多様性係」

に改称した。 

平成 25 年度は、地球温暖化防止実行計画に基づき、温暖化防止施策を効果的かつ効率的に推

進するため、環境政策課温暖化企画係と温暖化対策係を統合し、「温暖化対策グループ」を設置
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した。 

平成 27 年度には、南海トラフ巨大地震をはじめとする「防災・減災対策」、「原子力防災対

策」の一層の充実・強化を図る観点から、知事直轄で迅速かつ部局横断的に実施することとし、

その全体を統括する新たなポストとして「防災安全統括部長」を新設した。また、循環型社会づ

くりに向けた３Ｒの推進などの各種施策を機動的かつ効果的に実施するため、循環型社会推進課

計画推進係と環境産業振興係を統合し「計画推進グループ」を設置した。 

令和５年度には、喫緊の課題である地球温暖化対策の体制強化を図るため、環境政策課を「環

境・ゼロカーボン推進課」に改称し、環境計画係を「環境企画グループ」に、温暖化対策グルー

プを「ゼロカーボン推進グループ」に改めるとともに、大気・環境評価係、水道整備係及び水・

土壌環境係を統合し「大気・水環境グループ」を設置した。 

【令和５年４月１日現在】 

主幹（技術）

主幹

主幹

主幹

主幹

防災安全統括部長

原子力防災Ｇ

原子力監視Ｇ

技幹

自然保護課長

循環型社会推進課長

生物多様性係

防災局長

原子力安全対策課長

原子力安全対策推進監

一般廃棄物係

産業廃棄物係

自然公園係

廃棄物監視指導官

主幹（技術）

大気・水環境Ｇ

計画推進Ｇ

主幹（技術）

環境・ゼロカーボン推進課長

ゼロカーボン推進Ｇ

環境企画Ｇ

県民環境部長

環境技術専門監

環境局長

〔出先機関〕 

平成 10年４月１日、地域保健法の施行に伴う保健所機能の強化及び広域化を図るため、14か所

の保健所を８か所に再編するとともに、均衡のとれた保健サービスの提供ができるよう、中央保

健所に６か所の支所を設置、中央保健所には、環境公害関係業務の増大に対応するため、「環境

保全課」を設置した。また、衛生分野及び環境・公害分野の試験研究・監視指導体制を総合化す

るため、衛生研究所及び環境保全センターを統合して「衛生環境研究所」を設置した。 

平成 15年度には、衛生環境研究所に、原子力安全対策に関する県民の不安を解消するため、環

境放射能に関する調査・分析部門を独立させ、環境調査課を新設した。 

平成 16年度には、廃棄物の適切な処理の指導を行うため、各保健所の環境保全課内に廃棄物指

導係を設置した。 

また、平成 17 年３月 31 日をもって新居浜保健所、大洲保健所及び支所（全６支所）を廃止し

た。 

平成 20年度には、試験研究内容の調整や、他の試験研究機関との連携による共同研究等を積極

的に推進するため、衛生環境研究所の総務課を「総務調整課」に改め、調整機能の強化を図ると

ともに、衛生環境研究所の放射線監視機能を、八幡浜支局環境保全課内に設置された「原子力安

全室」に移管し、安全確認機能の充実を図った。 

平成 22 年 10 月１日には、伊方発電所への安全監視機能の充実強化を図るため、衛生環境研究
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所と八幡浜支局環境保全課原子力安全室に分散していた監視機能を一箇所に集約した「愛媛県原

子力センター」を八幡浜市保内町に設置した。 

  平成 24年度には、松山保健所を「中予保健所」に改称したほか、「生物多様性えひめ戦略」の

具体的な推進を図るため、希少野生動植物等の調査・研究をはじめ、情報収集・分析や標本管理、

普及啓発等を一括して行う「生物多様性センター」を衛生環境研究所内に設置した。 

  令和２年度には、気候変動適応法に基づく気候変動影響や適応に関する推進拠点を整備すると

ともに、生態系の保全を図るための体制を強化するため、「気候変動適応センター」を衛生環境

研究所内に設置した。 

２ 環境創造センター 

  環境創造のための先進的技術及び施策並びに微生物等自然の浄化能力を活用した自然環境再生

の検討・研究等を総合的かつ計画的に実施するため、平成 12 年４月に環境科学の第一人者であ

る立川涼氏を所長に迎え、「愛媛県環境創造センター」を設立し、地球温暖化防止対策及び循環

型社会の創造に向けた地域特有のバイオマスの利活用方策等の検討、湖沼等水質浄化技術の実証、

生物多様性の保全方針の検討などの施策を実施し、本県における環境研究、施策等の強化を図っ

た。このほか、環境関連の実務者や環境保全活動者などを対象に、より高度な環境知識を修得し

てもらうため、「えひめ環境大学」の開催などを行っている。 

  なお、令和５年４月には、森田所長の退任を受け、前愛媛大学大学院理工学研究所教授の佐藤

久子氏を新たな所長に迎え、引き続き先進的な環境技術の開発や環境政策の企画・立案等に取り

（

支
局
）

健康増進課

生活衛生課

放射能調査係

環境研究課

衛生研究課

大気環境科

水質環境科

健康福祉環境部長 地域福祉課

保健統括監（保健所長） 健康増進課

（四国中央保健所）

医監 生活衛生課

環境保全課

総務県民課

環境保全課

森林林業課

（西条、中予、宇和島保健所）

企画課

気候変動研究G

家畜保健衛生所

生物多様性センター

地方局長

総務調整課

副所長

 〔衛生環境研究所〕

衛生環境課

（今治・八幡浜保健所）

企画課

総務企画部長

産業経済部長

放射線監視係

管理係

 所　長 原子力安全課

 〔原子力センター〕

 所　長

気候変動適応センター○
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組んでいる。（H12～H22：立川 涼、H23～R4：森田 昌敏） 

○設立年月日：平成 12年４月１日

○構 成 員：環境創造センター所長：佐藤 久子

客員研究員：９名（県内外の大学や民間の第一線の研究者） 

研 究 員：22名（県職員） 

３ 愛媛県環境審議会 

  都道府県における環境の保全に関する基本的事項の調査・審議等を行い、地域の実情に応じた

適切な施策の推進を図るため、環境基本法第 43条第１項の規定により、「愛媛県環境審議会」が

平成６年８月１日に設置された。 

  その背景は、環境問題を解決していくためには、地域における取組が不可欠であり、地域の具

体的な環境保全対策にも、地域の有識者、住民代表等の意見を反映することが望ましいことから、

国に中央環境審議会が設置されることに対応して、都道府県に都道府県環境審議会を設置するこ

ととされたものである。 

  また、地方分権一括法の施行に伴い、都道府県環境審議会と自然環境保全法に基づく都道府県

自然環境保全審議会との必置規制（名称規制）が弾力化され、両審議会を統合することができる

こととされたことから、平成 12年４月１日に「愛媛県環境審議会」と「愛媛県自然環境保全審議

会」（昭和 48 年 12 月設置）とを統合するとともに、常設の３部会（自然環境部会・鳥獣保護部

会・温泉部会）を設置し、環境に関する調査・審議の一元化を図り、総合的に対処することとし

た。 

  その後、地下水の汚染対策の調査・審議を行う必要が生じたことから、平成 12年 12月 22日に、

常設の化学物質環境保全部会を設置するとともに、平成 13年８月７日には、地球温暖化対策など

の計画策定を審議するために、常設の温暖化対策部会を設置した。 

  なお、審議会運営の効率化のため、平成 20年度に、審議会委員を 30人から 16人に、水質特別

委員を５人から２人に減員した。 

  愛媛県環境審議会は、基本的事項の調査・審議のほか、地域の環境保全に関する重要事項、個

別の行政処分を行うに当たっての審議、審議会の発意による知事への意見具申など、広く環境保

全に関する調査・審議を行うものであり、令和４年度における愛媛県環境審議会の開催状況は、

 環境の創造・復元 

 国内、海外の研究所へのネットワーク 

環境創造センター 

所長・客員研究員 

(大学、民間の研究者：９名) 

研 究 員 

(愛媛県職員：22名) 
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表１－２－１のとおりである。 

  また、愛媛県環境審議会の法律及び条例に基づく審議事項は、資料編１－３のとおりである。 

表１－２－１ 愛媛県環境審議会の開催状況 

年 度 開催年月日 審 議 事 項 

令和４年度 

令和４年６月 24日 

令和４年度第１回環境審議会 

○第９次水質総量削減制度に係る総量削減計画(案)及び総量規制

基準(案)について

令和４年９月 21日 
令和４年度第１回温泉部会 

○動力装置許可申請について（１件）

令和５年２月７日 
令和４年度第２回温泉部会 

○動力掘削許可申請について（１件）

令和５年２月 25日 

令和４年度第２回環境審議会 

○令和５年度公共用水域及び地下水の水質測定計画について

○愛媛県地球温暖化対策実行計画の改定について

○特定希少野生生物の指定の解除について

令和５年３月 23日 

令和４年度第１回温暖化対策部会 

○愛媛県地球温暖化対策実行計画の改定について

○地域脱炭素促進区域設定等に向けた環境配慮基準について
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第２節 愛媛県環境基本条例 

１ 制定の背景 

わたしたちのふるさと愛媛は、瀬戸内海、宇和海、石鎚山などの豊かな自然環境と温暖な気候

に恵まれており、この豊かな環境を守り、育て、将来の世代に継承していくため、日常生活や事

業活動そのものが環境に負荷を与えないように心掛け、環境への負荷の少ない持続的発展が可能

な社会を構築できるよう、行政、事業者、県民すべての主体が、自らの責務を認識し、公平な役

割分担の下に、環境の保全に積極的に取り組んでいくことが重要である。 

しかし、今日の環境問題は、従来の産業公害の発生や無秩序な開発行為などの環境の悪化にと

どまらず、都市化の進展と大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済活動の定着による都市・

生活型公害や廃棄物排出量の増大などの環境への負荷の増大、住民の快適な環境を求める意識や

自然とのふれあいへのニーズの高まり、さらに、オゾン層の破壊や地球温暖化といった地球的な

規模で対応すべき環境問題など、ますます複雑多様化している。こうした今日の環境課題に対処

していくためには、国のみならず、地方公共団体においても、環境の保全に関する多様な施策を

適切に講ずることが必要である。 

このため、県においても、既存の公害防止条例や自然環境保全条例という個別の問題対処型の

枠組みだけでなく、すべての社会経済活動が環境に配慮されたものとなるよう、総合的な視点か

ら環境の保全に関する施策を推進していくための基本的な理念とこれに基づく基本的な施策の総

合的な枠組みを含む新しい条例体系を整備することとした。 

２ 制定の経緯 

平成７年８月に愛媛県環境審議会に「環境基本条例のあり方」について諮問し、審議会委員の

うちから学識経験者や関係団体の代表等で構成する環境基本条例検討専門部会を設置して検討を

行い、その答申を受けて、平成８年３月 19日に「愛媛県環境基本条例」を公布施行した。 

３ 条例の位置付け及び構成 

愛媛県環境基本条例は、これまでの公害の防止や自然環境の保全といった個別の条例の上位に

位置付けられるもので、従来の規制的手法に加え、誘導的手法も取り入れることにより、施策の

多様化を図り、環境保全施策の総合的かつ計画的な推進を図るものである。その構成は、図１－

２－１のとおりである。 
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第３節 第三次えひめ環境基本計画 

１ 策定の趣旨 

  県では、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成７年５月に「えひ

め環境保全指針」を策定した。その後、環境行政を取り巻く情勢の変化に伴う新たな課題に対応

するため、平成 22 年２月に「県民と共に築く『えひめ環境新時代』の実現」を基本目標に掲げ

た「えひめ環境基本計画」（以下「第一次計画」という。）を策定し、施策の展開に努めてきた。

この第一次計画は、平成 22年度から平成 26年度までの５年間に取り組むべき施策の方向性を示

しており、平成 26年度末で計画期間が終了した。 

その後、低炭素社会の実現、循環型社会の構築、生物多様性の保全など環境行政における新た

な課題への対応が必要となったことから、平成 22 年２月にそれまでの指針を全面的に見直し、

新たに「県民と共に築く『えひめ環境新時代』の実現」を基本目標に掲げた「えひめ環境基本計

画」を、28年２月に「つなごう未来へ『愛顔あふれる持続可能なえひめ』」を基本目標とする「第

二次えひめ環境基本計画」を策定し、環境の保全に関する施策を総合的・計画的に推進し、持続

的に発展が可能な社会の実現に努めてきた。 

この第二次計画は、平成 27 年度から令和元年度までの５年間に取り組むべき施策の方向性を

示しており、令和元年度末に計画期間が終了したことから、第二次計画における取組を継承しつ

つ、現在の環境行政を巡る社会経済情勢を踏まえ、海洋ごみや気候変動などの新たな環境課題に

も適切に対応できるよう、令和２年度から令和６年度までを計画期間とする「第三次えひめ環境

基本計画」を策定した。 

２ 計画の概要 

・策 定 根 拠 愛媛県環境基本条例

・計 画 期 間 令和２年度から令和６年度までの５年間

・目指すべき将来像

・計 画 の 進 め 方 ３つの基本目標を設定し、安心・安全の基盤となる「安全で良好な生活

環境の保全」を確保し、「気候変動対策と低炭素・脱炭素社会」・「環境

への負荷が少ない循環型社会」・「生物多様性の保全と自然共生社会」の

３つの社会の実現に取り組み、それを次世代につないでいけるよう「環境

教育・学習の充実と環境保全活動の促進」、「地域循環共生圏の形成」を

進めていく。 

環境と経済の好循環による「愛顔あふれる持続可能なえひめ」 
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PDCAサイクルにて管理

第三次えひめ環境基本計画  概要図

第二次計画を踏まえつつ、新たな課題や潮流にも適切に対応し、環境の保全に関する施策を総
合的かつ計画的に推進するために策定

令和２年度から令和６年度までの
５年間

○近年の環境を巡る動き ○第二次計画の取組結果と課題 ○県民の環境意識 ○愛媛の環境を取り巻く課題

国際的な潮流や我が国が抱え
る環境の現状と課題を整理

環境指標の実施状況を検証し、本
計画の方向性を提示

県民等の環境保全に対する意識
を調査し、県民の関心度や取組
の現状を分析

県内の環境の現況や今後の課題
を分野ごとに整理

第１章 基本的事項

第２章 環境の現状と課題

第３章 計画の方向性

第４章 施策の展開

第５章 計画の推進

基本目標 基本方針 個別施策

Ⅰ かけがえのない

環境の保全

Ⅱ 目指すべき３つ

の社会の実現

Ⅲ 未来を支える人

づくり・しくみづくり

① 安全で良好な生活

環境の保全

① 気候変動対策の推進

と低炭素・脱炭素社会

の実現

② 環境への負荷が少な

い循環型社会の実現

③ 生物多様性の保全と

自然共生社会の実現

１ 良好な大気、水、土壌環境の保全
２ 瀬戸内海の環境保全対策と生活排水対策の推進

３ 騒音、振動、悪臭の防止
４ 安全で良質な水の確保

５ 海洋ごみ対策
６ 快適な暮らし空間の実現

１ 地球温暖化対策の総合推進
２ 低炭素型ライフスタイルへの転換

３ 低炭素型のビジネススタイルの実現
４ 再生可能エネルギーへの転換促進

５ 水素エネルギーの導入推進
６ 低炭素社会の実現に向けた環境負荷の少ない地域づくり

７ 気候変動への適応の推進
８ オゾン層保護対策

１ ３Ｒの推進
２ 廃棄物の適正処理の推進

３ プラスチック資源循環の推進
４ 災害廃棄物処理体制の構築

１ 豊かな自然環境の保全と適正な利用の促進
２ 生物多様性の保全と普及啓発

３ 気候変動を踏まえた生物多様性の保全対策
４ 外来生物対策

５ 野生鳥獣の適正管理
６ 魅力ある里地・里山・里海づくり

① 環境教育・学習の充実

と環境保全活動の促進

② 地域循環共生圏の形成

１ 多様な場におけるＥＳＤの視点を取り入れた環境教育・学習の充実
２ 環境教育・学習を推進する人材の育成

３ 環境保全活動と多様な主体による環境協働取組の促進
４ 食品ロスの削減とおもいやり消費の推進

５ 環境情報の充実

１ 環境影響評価の推進
２ グリーン購入や環境に配慮した行動の促進

３ 環境対策ビジネスの振興
４ 分散型エネルギーシステムの推進

５ 環境と調和した産業経済活動の推進
６ 恵み豊かな森林（もり）づくり

環境と経済の好循環による「愛顔あふれる持続可能なえひめ」

事業者 環境活動団体 行政 愛媛県環境審議会

目指すべき将来像

県民

策定の

趣旨

計画

期間
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３ 計画の位置付け 

第三次えひめ環境基本計画と他の計画等との関連図

根拠（第10条）

根拠（第８条）

平成23年度～

愛媛県環境基本条例

（平成８年３月19日条例第５号）

○愛媛県環境基本条例に基づく「環境の

保全に関する基本的な計画」

○長期計画の推進に関する環境分野の

基本計画

○環境教育・学習や環境保全活動の推

進に関する部分は、環境教育等促進法

に基づく行動計画にも位置付け

○基本計画が示す基本的な方向

に沿って策定、推進

＜個別計画＞

・愛媛県地球温暖化対策実行計画

・愛媛県バイオマス活用推進計画

・愛媛県グリーン購入推進方針

・愛媛県全県域生活排水処理構想

・化学的酸素要求量、窒素含有量及

びりん含有量に係る総量削減計画

・瀬戸内海の環境の保全に関する愛

媛県計画

・えひめ循環型社会推進計画（愛媛

県廃棄物処理計画）

・愛媛県海岸漂着物対策推進地域計

画

・鳥獣保護管理事業計画

・生物多様性えひめ戦略

・愛媛県野生動植物の多様性の保全

を図るための基本的な方針

・愛媛県イノシシ適正管理計画
・愛媛県ニホンジカ適正管理計画

など

環境関係の個別計画

連携

方向
性を
提示

○県政の各分野の個別の計画等においては、環境の視点を盛り込むにあたって、基本計画との整

合に留意するとともに、相互に連携し、環境の保全に向けて一体となって施策を推進

＜個別計画＞

・愛媛県科学技術振興指針 ・愛媛県地域公共交通活性化指針 ・愛媛県公共交通利用推進宣言

・愛媛県消費者教育推進計画 ・多様な主体による協働指針

・愛媛県地域新エネルギービジョン ・愛媛県産業振興指針

・愛媛県経済成長戦略2010 ・愛媛県新事業活動促進環境整備構想

・えひめ農業振興基本方針2016 ・愛媛県におけるグリーン･ツーリズム展開のあり方について

・愛媛県農業農村整備環境対策指針 ・愛媛県環境保全型農業推進基本方針

・愛媛県有機農業推進計画 ・家畜排せつ物の利用の促進を図るための計画

・愛媛県総合林政計画（えひめ森林・林業振興プラン） ・愛媛県海岸保全基本計画

・特定建設資材に係る分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の促進等の実施に関する指針

・国土利用計画（愛媛県計画） ・愛媛県都市景観形成マニュアル など

県政の各分野における個別計画

第三次えひめ環境基本計画

（令和２年２月策定）

環境基本法
（平成５年11月19日法律第91号）

環境教育等による環境保全の

取組の促進に関する法律

（環境教育等促進法）
（平成15年７月25日法律第130号）

第
六
次
愛
媛
県
長
期
計
画
（
愛
媛
の
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
）

国

愛媛県

一体となって環境の保全に関する施策を推進

方向
性を
提示

環境に
関する
方向性
を提示

第五次環境基本計画
（平成30年４月17日閣議決定）
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かけがえのない環境の保全 

４ 施策の展開 

１ 安全で良好な生活環境の保全 

(1) 良好な大気、水、土壌環境の保全

(2) 瀬戸内海の環境保全対策と生活排水対策の推進

(3) 騒音、振動、悪臭の防止

(4) 安全で良質な水の確保

(5) 海洋ごみ対策

(6) 快適な暮らし空間の実現

【瀬戸内海の水質調査】 

項  目 計画策定時 目  標 

環境基準達成率 

（環境基準達成率：大気汚染） 83%(H30） 100%(R6) 

（環境基準達成率：水質汚濁） 82%(H30) 100%(R6) 

（環境基準達成率：ダイオキシン類） 100%(H30） 100%(R6) 

（環境基準達成率：騒音） 79%(H30) 100%(R6) 

騒音・振動・悪臭の苦情件数 209件(H30) 現状より減少(R6) 

汚水処理人口普及率 79.2%(H30) 89.9%(R8） 

水道の基幹管路の耐震適合率 32.0%(H30) 40.0%(R6) 

公共施設等の雨水・再生水利用施設数 77件(H29) 現状より増加(R6) 

民有保安林の指定面積 109,384ha(H30) 110,265ha(R6） 

I 
基本目標 
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目指すべき３つの社会の実現  

１ 気候変動対策の推進と低炭素・脱炭素社会の実現 

(1) 地球温暖化防止対策の総合推進

(2) 低炭素型ライフスタイルへの転換

(3) 低炭素型のビジネススタイルの実現

(4) 再生可能エネルギーへの転換促進

(5) 水素エネルギーの導入推進

(6) 低炭素社会の実現に向けた環境負荷の少ない地域づくり

(7) 気候変動への適応の推進

(8) オゾン層保護対策

 【バイオディーゼル燃料の活用】 

【えひめツーキニストクラブポスター】 

項  目 計画策定時 目  標 

県内の温室効果ガス総排出量 ※ 

（森林吸収分を差し引いた排出量） 
18,566千ｔCO2(H28) 16,118千ｔCO2(R12) 

県内バイオディーゼル燃料生産量 389kℓ(H29） 904kℓ(R3) 

LED信号機の設置率 58.4% (H31） 75.0% (R6) 

ノーマイカー通勤登録者数 3,266人(H30） 現状より増加(R6) 

地球温暖化防止活動推進員数 51人(R1） 100人(R6) 

※都道府県別エネルギー消費統計（資源エネルギー庁）の算定方法の改定により、現状値及び

目標値を遡及修正

Ⅱ

愛媛県地球温暖化防止 

キャラクター 「ストッピー」 

基本目標 
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目指すべき３つの社会の実現  

２ 環境への負荷が少ない循環型社会の実現 

(1) ３Ｒの推進

(2) 廃棄物の適正処理の推進

(3) プラスチック資源循環の推進

(4) 災害廃棄物処理体制の構築

【愛媛の３Ｒフェア】 

【環境にやさしい買い物キャンペーンポスター】 

【災害廃棄物処理に係る図上訓練】 

項  目 計画策定時 目  標 

一般廃棄物の 1人 1日当たり排出量 902g(H29) 865g(R7) 

一般廃棄物のリサイクル率 17.9%(H29) 28.0%(R7） 

資源循環優良モデル認定件数 133モデル(H30) 現状より増加(R6) 

環境にやさしい買い物キャンペーン 

参加店舗数 
515店舗(R1) 現状より増加(R7) 

Ⅱ 
基本目標 
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目指すべき３つの社会の実現  

  ３ 生物多様性の保全と自然共生社会の実現 

( 1 ) 豊かな自然環境の保全と適正な利用の促進 

(2) 生物多様性の保全と普及啓発

(3) 気候変動を踏まえた生物多様性の保全対策

(4) 外来生物対策

(5) 野生鳥獣の適正管理

(6) 魅力ある里地・里山・里海づくり

 【自然公園の標識の再整備(整備後)】    【環境啓発親子登山】 

項  目 計画策定時 目  標 

森林公園利用者数 96,175人(H30) 150,000人(R8） 

生物多様性の認識度 60.9%(H30) 60%(R4) 

特定希少野生動植物保護区の指定数 6地区(R1） 8地区(R4) 

生物多様性啓発・学習資料の作成 5種類(H28) 8種類(R4) 

特定外来生物防除実施計画書の策定 2市町(H28) 10市町以上(R4) 

ニホンジカの生息頭数 34,493頭(H26) 半減(R5) 

森林整備面積 6,114ha(H30) 9,200ha(R4） 

農地や農業用水などの保全活動に取り組む面積 15,874ha(H30） 19,100ha(R4) 

基本目標 

Ⅱ 
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未来を支える人づくり・しくみづくり  

１ 環境教育・学習の充実と環境保全活動の促進 

(1) 多様な場におけるＥＳＤの視点を取り入れた環境教育・学習の充実

(2) 環境教育・学習を促進する人材の育成

(3) 環境保全活動と多様な主体による環境協働取組の促進

(4) 食品ロスの削減とおもいやり消費の推進

(5) 環境情報の充実

【えひめ環境大学】 

【おいしい食べきりキャンペーン】 

項  目 計画策定時 目  標 

環境 NPO法人数 158団体(H30) 現状より増加(R6） 

愛リバー・ロード・ビーチ登録団体数 573団体(R1） 613団体(R6） 

環境教育・学習参加者数 15,321人(H30) 現状より増加(R6） 

環境マイスター派遣回数 52回(H30） 現状より増加(R6） 

食べきり宣言事業所数 261事業所(H30) 700事業所(R7） 

Ⅲ 
基本目標 
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２ 地域循環共生圏の形成 

(1) 環境影響評価の推進

(2) グリーン購入や環境に配慮した行動の促進

(3) 環境対策ビジネスの振興

(4) 分散型エネルギーシステムの推進

(5) 環境と調和した産業経済活動の推進

(6) 恵み豊かな森林（もり）づくり

【EV活用型蓄電システム】 【県民参加の森林づくり】 

項  目 計画策定時 目  標 

環境保全資金融資の貸付残高(累計) 70,071千円(R1) 465,617千円(R6) 

県内のエコフィード生産量 8,200ｔ(H30) 現状より増加(R6） 

資源循環優良モデル認定件数（再掲） 133モデル(H30) 現状より増加(R6) 

愛媛県特別栽培農産物等認証制度 

（エコえひめ）農産物取組面積 
928ha(H30） 890ha(R7） 

未来を支える人づくり・しくみづくり  Ⅲ 
基本目標 
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第４節 環境に関する調査研究 

環境に関する調査研究は、科学技術の進歩や社会経済の変化の中で、環境の現況や将来像を解明

し、広範囲に及ぶ環境問題を解決するための科学的基礎となるものであり、これまで環境汚染の状

況の把握や汚染発生原因等の解明に一定の成果を上げてきた。 

本県においては、昭和 47 年４月に公害研究所を設置し、科学的な公害行政の推進、公害の常時

監視等を行うなど、調査研究に取り組んできたところであり、平成 10 年４月からは、衛生環境研

究所として、環境全般に関する調査研究を行っている。 

平成 12 年４月には、環境創造センターを設置し、大学や民間企業の研究者の客員研究員制度を

設け、幅広い研究ネットワークの下で、自然環境再生のための研究や環境問題全般の研究を進めて

いる。 

また、幅広い分野の調査、研究を長期的、総合的な視点に立って推進するため、環境創造センタ

ーを核とした調査研究のネットワーク化の一層の強化、大学・民間との人的交流及び研究支援体制

の充実、研究の中核機関としての研究機能の拡充強化を図っている。 

愛媛大学においては、平成 11 年４月に愛媛大学沿岸環境科学研究センターを設立し、主に沿岸

環境中の環境ホルモン等、瀬戸内海沿岸地域での環境科学に関する総合的な調査研究を行っており、

この研究センター等との連携にも努めているところである。 

令和４年度は、衛生環境研究所、農林水産研究所等において、各種調査研究等を実施している（資

料編 13-１参照）。 
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